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第 ６ 号 議 案 
 

役員選任について 
 

    

   本総代会の終結をもって理事及び監事全員が任期満了となるため、理事２８名、監事６名

の選任をする。 



選出区 氏　　名 生年月日 略　　　歴 所　　　　信
法第30条第12項

の区分

R3～現在　　　　下野農協理事 ・未来の子供たちに繋がる農業を目指す。

寺内 一雄 昭和33年9月30日 ・楽しくやりがいのある農業を目指す。 認定農業者

・組合員から、より頼られる農協を目指す。

Ｈ17～R5　　　　下野農協総代　 ・健全な農協運営につとめる。

長 昌光 昭和30年12月22日 Ｈ25　ＪＡ委員　　Ｈ26　受検理事 ・組合員の農業所得増大につとめる。 認定農業者

Ｈ27～現在　　　下野農協理事　R3～代表理事組合長

S50～H11　　　　栃木市農協職員 ・魅力を感じる農業経営により新規就農者の促進につとめます。

毛塚 紀安 昭和31年8月3日 H11～H29　　 　下野農協職員 ・JA施設の有効活用と利便性向上につとめます。 実践的能力者

H29～H31　　 　JA委員・総代　H30～H31事業運営委員 ・組合員の意思をJA事業にさらに反映させるよう活動します。 (内規第3号該当）

H17～H19　 　 　ＪＡしもつけ栃木苺部会支部長 ・新規就農から20年を経過し新規就農者や後継者の気持ちをくみながらJA、農業との

寺内 崇浩 昭和54年6月9日 H23～H27　 　 　ＪＡしもつけ栃木苺部会監事 　橋渡し役になります。 認定農業者

R3～現在　　　 　下野農協理事 ・地域とJA、農業の活性化に役立ちたい。

H23～H25　　　　受検理事 ・地域農家とJAのパイプ役として努力します。

関根 光一 昭和34年11月15日 H23～H25　　　　JA委員 ・活力あるJAを目指します。 認定農業者

H29～R1　　　　　受検理事

H20～現在　　　JA委員 ・担い手の育成

馬場 久雄 昭和35年5月7日 R3～現在　　　　下野農協理事 ・組合員へのサービスの徹底 認定農業者

・コンプライアンスの態勢を構築

・JAと農家のパイプ役として問題に取り組みます。

渡邉 佳則 昭和40年5月19日 ・農業を通じて地域の活性化につとめます。 認定農業者

・農家の声を聞き農業の発展につとめます。

H22～H25　 　　JAしもつけ都賀苺部会会計 ・JAと農家相互の協調性を高める。

柏﨑 克巳 昭和36年1月13日 R3～R4　　　　 　JA委員 ・健全な農協運営につとめます。 認定農業者

R4～現在　　　　下野農協理事

R5～現在　　　　下野農協総代 ・地域農業の振興を図りたい。

宇賀神 喜好 昭和33年11月8日 ・地域農業のパイプ役となりたい。

・農業生産資材の高騰による価格の見直しを図りたい。

S49～H12　　　  栃木県経済連職員 ・農業生産基盤の維持拡大に取り組みます。

賀長 勝彦 昭和30年10月4日 H13～H30　    　全農栃木県本部職員 ・生産者手取りの向上に取り組みます。 実践的能力者

R3～現在　　　　下野農協理事 ・元気な地域づくりへの支援に取り組みます。 (内規第1号該当）

R3～現在　　　　下野農協理事 ・女性との接点の場を広げ、意見を反映する。

金田 京子 昭和32年3月3日 ・組合員のための、JA事業の推進を図る。 実践的能力者

・経営健全化を図る。 (内規第1号該当）

S58～H11　　　 壬生町農協職員 ・農業者の所得増大につとめます。

森田 栄 昭和35年9月18日 H11～R3　　  　下野農協職員 ・健全かつ安定的なJA運営を目指します。 認定農業者

・職員の職場満足度を高めます。

役　員　候　補　者　の　略　歴　お　よ　び　所　信

理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

壬生地区

栃木東・
栃木西地区

都賀地区
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選出区 氏　　名 生年月日 略　　　歴 所　　　　信
法第30条第12項

の区分

Ｒ3～現在　　　　JA委員 ・役職員の協力のもとに組合員へのサービスの向上を図りたい。

田中 良司 昭和31年12月21日

R4～現在　　 　　JAしもつけ資産管理部会長 ・地域に合った高収益作物を選定し産地化を図り、農家の「稼ぐ力」を強化したい。

平本 勲 昭和29年9月30日 H17～H20　 　　JAしもつけ栃木トマト部会副部会長 ・農業者の皆様とともに農業経営の継続・改善について努力したい。 認定農業者

・新規参入者の促進につとめ農業の魅力を発信したい。

H30　　　　　　　　JA委員 コンプライアンスの遵守

荒川 則夫 昭和32年4月30日 認定農業者

Ｒ2～現在　        下野農協理事 ・組合員サービスのさらなる向上につとめたい。

中田 治夫 昭和30年2月19日 H26　　　　　　　　JA委員 ・持続可能な農業の実現に向けての取り組み。 認定農業者

S47～S57　　　 　藤岡町農協職員 ・組合員の意見要望をJA運営に反映させたい。

塚田 栄子 昭和29年1月15日 S57～H15　　 　 藤岡中央農協職員 ・職員の資質向上により組合員から頼られる組織づくり。 実践的能力者

H15～H26　　 　下野農協職員 ・職員が働きやすい体制づくり。 (内規第3号該当）

・地元組合員の意見を聞き組合員とJAのパイプ役となりサービスの向上につとめます。

五十畑 賢治 昭和29年1月14日 ・役員・職員との意思疎通を計りJA発展につとめます。

Ｓ47～H15　      岩舟町農協職員 ・地域や組合員の声をJA事業運営に反映させたい。

佐山 正男 昭和29年1月8日 H15～H26        下野農協職員 ・組合員の所得向上と地域農業振興につとめます。 実践的能力者

Ｒ3～現在　        下野農協理事 ・組合員から頼りにされるJAを目指します。 (内規第1号該当）

H27～現在　     下野農協理事 ・健全な農協運営に尽力します。

野口 浩志 昭和35年12月7日 R3～現在　　　　 代表理事専務 認定農業者

H51～H15　　　　岩舟町農協職員　 ・営農経済機構再編に伴い適正な業務運営

菅井 寛 昭和32年5月7日 H15～R2　　　　　下野農協職員 ・農業環境変化に対応した運営 実践的能力者

R3～現在　　      下野農協理事 ・JAの健全運営の実践 (内規第1号該当）

Ｓ60～H15　      水代農協職員 ・農業者の所得増大

柴田　久雄 昭和39年2月10日 H15～R3　    　  下野農協職員 ・経営基盤の強化 実践的能力者

R3～現在　　　　下野農協常務理事 ・健全な職場づくり (内規第1号該当）

H2～H11　　 　　栃木市農協職員 ・持続可能な経営基盤の確立・強化

猿山 康弘 昭和40年2月28日 H11～現在　　　下野農協職員 ・組員員・利用者に寄り添った安心と満足の提供 実践的能力者

・信頼され必要とされ選ばれ続けるJA (内規第3号該当）

H23～現在　      ＪＡしもつけ青壮年部 ・JAしもつけ青壮年部の代表として、又農協の理事２期目に向けて運営に尽力する。

増山　敬之 昭和53年5月27日 R3～現在　       下野農協理事 ・JAしもつけの理事として、農業経営の発展につとめる。 認定農業者

役　員　候　補　者　の　略　歴　お　よ　び　所　信
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認定農業者

全区

藤岡地区

大平地区

岩舟地区
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選出区 氏　　名 生年月日 略　　　歴 所　　　　信
法第30条第12項

の区分

H30～R3　　　　下野農協理事 ・女性の声がJAに反映されるようつとめます。

荒川 君代 昭和34年5月26日 R3～現在　　　　JAしもつけ栃木地区女性会会長 ・地産地消を推進し、安心安全な食と農を次世代に引き継ぐため、地域農業の活性化 認定農業者

R5～現在　　　　JAしもつけ女性会会長 　につとめます。

・農協の業務を理解したい。

国府 貴子 昭和33年4月17日 ・女性視点からの気付きが運営に反映できるようにつとめたい。

・組合員とJA職員との連携につとめたい。

Ｒ1　　　　　　　　　JAしもつけ栃木苺部会副支部長 ・農家の声を農協に届けて反映させていきます。

島田 菊市 昭和29年5月28日 R2～R3　　　　 　JAしもつけ苺部会栃木支部副支部長 ・後継者にとって農協が色々な事を相談できる場にします。

R4～R5　 　　　　JAしもつけ苺部会栃木支部支部長

H30～R5　　　 　大平町ぶどう組合長 ・JAの将来発展する為の施策に取り組み行動する。

須藤 勲 昭和30年1月21日 H20～H21　　 　JA委員 ・農家（組合員）の収益向上に繋がる様に生産コストを押さえる取り組み。 認定農業者

・離農する農家を減らせる様な、魅力ある農業をPRし新規就農者を増やす取り組み。

R3～現在　　　　下野農協理事 ・食と農を通し、地域の活性化につとめます。

大塚 和子 昭和30年1月2日 ・仲間を増やし、ニーズに応じた活動をします。 実践的能力者

(内規第1号該当）

R3～現在　　　　下野農協理事 ・農業者の所得増大

壬生地区 刀川 正己 昭和29年1月2日 ・農業生産の拡大 認定農業者

・適正な運営の監査

S51～S57藤岡町農協職員　S57～H15藤岡中央農協職員 ・JAの経営基盤の強化と健全経営の為の取り組みについて監事の立場から協力して

藤岡地区 大橋 博 昭和28年6月20日 H15～H26　　　　下野農協職員 行きたい。 認定農業者

H30～現在.　　　 下野農協理事 ・JAの不断の自己改革について監事の立場で寄与して行きたい。

S60～H15　　 　　岩舟町農協職員 ・JAの健全経営と基盤強化に向けて監事としての職責につとめます。

岩舟地区 山中 恵子 昭和30年1月1日 H15～H30　　　　下野農協職員

Ｓ53～H11　       大平町農協職員 ・公正かつ公平な監査を実施する。

高橋　輝好 昭和35年1月28日 H11～R3　         下野農協職員 ・JAの健全経営と信頼性確保のため監事監査規程に従い職責を果たす。 実践的能力者

R3～現在　　　　 下野農協常勤監事 (内規第1号該当）

Ｓ58～R1　          JA栃木中央会入会 ・員外監事として独立の立場から健全な農協運営のため、職責を果たしたい。

石川　美智男 昭和35年9月26日 R3～現在　　　　　下野農協員外監事 実践的能力者

R5～現在　　　　　佐野厚生農業協同組合連合会職員 (内規第1号該当）

（注） １．理事・監事候補者と当組合との間における特別の利害関係は次のとおり。

①理事候補者　寺内　一雄　氏は当組合との間に貸付の利用関係がある。 ⑥理事候補者　荒川　則夫　氏は当組合との間に貸付の利用関係がある。

②理事候補者　毛塚　紀安　氏は当組合との間に貸付の利用関係がある。 ⑦理事候補者　野口　浩志　氏は当組合との間に貸付の利用関係がある。

③理事候補者　寺内　崇浩　氏は当組合との間に貸付の利用関係がある。 ⑧理事候補者　増山　敬之　氏は当組合との間に貸付の利用関係がある。

④理事候補者　馬場　久雄　氏は当組合との間に貸付の利用関係がある。 ⑨理事候補者　須藤　勲　氏は当組合との間に貸付の利用関係がある。

⑤理事候補者　宇賀神　喜好　氏は当組合との間に貸付の利用関係がある。

2．農協法第30条第12項第2号の実践的能力者については、当組合の「役員選出にかかる内規」において次のとおり規定しています。

3．石川　美智男　氏は員外監事候補者。

  とになる法律上の損害賠償金や争訟費用の損害等を填補するものです。

　め、員外監事としての選任をお願いするものです。
4．石川　美智男　氏を員外監事候補者とした理由は、元ＪＡ栃木中央会職員で農協監査士の資格を有し、専門的能力及び経験を当組合の業務・会計にかかる監査に活用していただきたい

5. 当組合は、保険会社との間で、理事及び監事を被保険者とした役員賠償責任保険契約（農協法第３５条の８に規定する保険契約）を締結しております。当契約は、被保険者が負担するこ

役　員　候　補　者　の　略　歴　お　よ　び　所　信

理
　
　
　
　
　
事

　１  ＪＡの役員又はその経験者（１期以上、非常勤を含む）

監
　
　
　
　
　
　
　
事

都賀地区

　２  会社その他の法人の役員又はその経験者（１期以上、非常勤を含む）
　３  ＪＡの管理者（ライン長）の経験者（２年以上）
　４  行政職の管理者（ライン長）の経験者（２年以上）
　５  普及指導員等の生産・加工事業等の技術者
　６  法人経営に関する国家資格を保有している者（中小企業診断士、税理士等）

全区

全区
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